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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期
第3四半期
連結累計期間

第50期
第3四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自 2020年 1月 1日
至 2020年 9月30日

自 2021年 1月 1日
至 2021年 9月30日

自 2020年 1月 1日
至 2020年12月31日

売上高 (百万円) 46,321 60,668 64,044

経常利益 (百万円) 4,816 8,936 6,277

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,331 7,741 4,301

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,563 9,256 3,934

純資産額 (百万円) 18,529 26,542 20,151

総資産額 (百万円) 43,909 51,028 46,096

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 124.06 282.25 160.13

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 276.15 155.37

自己資本比率 (％) 41.6 51.5 43.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 5,405 4,207 6,902

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △742 △545 △901

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △3,504 △5,535 △3,669

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,432 8,787 10,832
 

 

回次
第49期
第3四半期
連結会計期間

第50期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年 7月 1日
至 2020年 9月30日

自 2021年 7月 1日
至 2021年 9月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 62.60 56.74
 

(注)1.当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

2.売上高には、消費税等は含まれていません。

3.１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、その算定にあ

たり期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、「役員向け株式給付信託」、「従業員向け株式給付

信託」及び「従業員持株会支援型信託」に残存する自社の株式が含まれています。

4.第49期第3四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式

は非上場であったため、期中平均株価が把握できないため記載していません。

 
２ 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動は次のとおりです。当社の特定子会社であったV-MODA, LLCは、2021年9月1日を

効力発生日として当社の連結子会社であるRoland VM Holdingsに吸収合併されたことにより消滅し、またRoland VM

Holdingsは、同日付で当社の特定子会社であるRoland Corporation U.S.に吸収合併されたことにより消滅していま

す。 
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
 
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

 
(1) 業績の状況

当第3四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く世界経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接

種が進む一方で、変異株の発生やブレイクスルー感染による感染再拡大が発生するなど、感染の終息を見通すこと

が難しい不安定な状況で推移しました。

電子楽器事業を取り巻く環境は、新しいLife Styleの定着により、余暇時間で楽器演奏に挑戦する方、また楽器

演奏を再開される方が増加し、いつでもどこでも一人でも、気軽に楽しめる電子楽器に対する堅調な需要が継続し

ました。

一方供給面においては、当第2四半期後半から第3四半期後半にかけ、当社主力工場の所在するマレーシアにおい

て新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化したことから、政府、当局の指示に従い、マレーシア工場の稼働制限や

操業停止を行いました。早期供給再開に向け、当社では従業員に対するワクチン接種や抗原検査を積極的に進め、9

月前半より通常稼働を再開していますが、当第3四半期においては、当該稼働制限による生産量の減少が発生しまし

た。また輸送面においても、米国の港湾混雑に代表される世界的な物流遅延によりリードタイムが長期化しまし

た。なお受注残は、強い需要と供給の制約を背景として大幅に増加しました。

以上の結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は60,668百万円(前年同期比31.0%増)となりました。損益につき

ましては、営業利益は9,664百万円(前年同期比77.8%増)、経常利益は8,936百万円(前年同期比85.5%増)、親会社株

主に帰属する四半期純利益は7,741百万円(前年同期比132.4%増)となりました。

 
製品カテゴリーごとの販売状況は以下のとおりです。

 
(鍵盤楽器)

主要カテゴリーでは、電子ピアノは、ステイホームを契機に顕在化した電子ピアノ需要により、ポータブルタイ

プの新製品や、スタイリッシュなデザインの新製品が好調に推移し、受注残も増加しました。また、前年同期間に

比べ通常営業を再開した店舗が増加したことから、店頭における中高価格帯製品の販売も復調しました。

以上により、鍵盤楽器の売上高は18,584百万円(前年同期比46.1%増)となりました。 

 
(管打楽器)

主要カテゴリーでは、電子ドラムは、前期発売のVドラム・アコースティック・デザイン・シリーズが引き続き好

調に推移し、全地域で販売が大きく伸長しました。

電子管楽器は、前期第4四半期に発売したエアロフォン・シリーズの最上位モデルや、今期発売した地域限定モデ

ルが大変好調に推移しました。電子管楽器市場全体の盛り上がりもあり、販売は大きく伸長しました。

以上により、管打楽器の売上高は14,524百万円(前年同期比41.7%増)となりました。

 
(ギター関連機器)

主要カテゴリーでは、ギターエフェクトは、供給不足があるものの前期発売した新製品群や、今期発売したコン

パクト・エフェクターのアニバーサリーモデル等が好調に推移し、販売は大きく伸長しました。

楽器用アンプは、欧州、北米を中心に、KATANAアンプシリーズの販売が伸長しました。また屋外使用を想定した

タイプのアンプに加え、キーボードや電子ドラム向けのアンプも大変好調に推移しました。

以上により、ギター関連機器の売上高は14,782百万円(前年同期比19.9%増)となりました。
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(クリエーション関連機器＆サービス)

主要カテゴリーでは、シンセサイザーは、ステイホームを契機に顕在化した電子ピアノ需要と、演奏機会の回復

に伴うライブ需要の復調により、電子ピアノと同様に88鍵盤を搭載したシンセサイザーや、ステージピアノが大変

好調に推移しました。

ダンス&DJ関連製品においても、ステイホームを契機に音楽制作への関心が高まり、前期及び当期発売の新製品群

が好調に推移し、販売は大きく伸長しました。

ソフトウエア/サービス分野では、ソフトウエア音源等を定額会費で提供するサービス、Roland Cloudにおいて、

ソフトウエア音源の新製品に加え、既存電子ドラム製品の機能を拡張するアップデートソフトの販売や、当社ハー

ドウエア用エディターの提供を行いました。

以上により、クリエーション関連機器＆サービスの売上高は7,706百万円(前年同期比24.8%増)となりました。

 
(映像音響機器)

主要カテゴリーでは、ビデオ関連製品は、ステイホームを契機とした個人の配信需要が一巡し、また他社製品と

の競合も激化した結果、販売は伸び悩みました。

音響関連製品は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策の影響により設備投資需要に回復が見られず、販売は

低調に推移しました。

以上により、映像音響機器の売上高は3,127百万円(前年同期比2.7%減)となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第3四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して4,931百万円増加し、51,028百万円

となりました。その主な要因は、次項に詳述するキャッシュ・フローの状況により現金及び預金が2,044百万円減少

した一方、売上債権が2,400百万円、たな卸資産が4,213百万円それぞれ増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末と比較して1,459百万円減少し、24,486百万円となりました。その主な要因は、仕入債

務が1,595百万円増加した一方、借入金が2,448百万円、競争法関連損失引当金が562百万円減少したことによるもの

です。

純資産は、前連結会計年度末と比較して6,391百万円増加し、26,542百万円となりました。その主な要因は、剰余

金の配当が2,922百万円あった一方、主要国通貨に対する円安進行により為替換算調整勘定が1,325百万円増加し、

また親会社株主に帰属する四半期純利益が7,741百万円あったことによるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して8.4ポイント上昇し、51.5％となりました。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第3四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,044百万円減少し、8,787百万円となりました。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、主として税金等調整前四半期純利益により、

4,207百万円（前年同期比1,197百万円の収入減）となりました。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、主として有形固定資産の取得による支出によ

り、545百万円（前年同期比196百万円の支出減）となりました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、主として借入金の返済及び配当金の支払によ

り、5,535百万円（前年同期比2,031百万円の支出増）となりました。
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(4) 経営方針、経営戦略及び対処すべき課題等

当社グループは、現在取り組んでいる2020年12月期からの3年間を対象とした中期経営計画について、電子楽器に

対する堅調な需要が継続していることから、最終年度である2022年12月期の数値目標を2021年12月期において達成

する見込みとなりました。この状況を踏まえ、改めて2022年12月期の数値目標を次のとおり設定しました。

・売上高　　　　　　　　　　　 　　815億円

・営業利益　　　　　　　　　　 　　123億円

・親会社株主に帰属する当期純利益　  86億円

・ROE                     　 　　 20％以上

・ROIC                    　 　　 15％以上

詳細につきましては、2021年8月6日に公表した「中期経営計画の数値目標修正に関するお知らせ」をご覧くださ

い。なお、現中期経営計画で掲げた経営戦略については着実に成果を上げており、本数値目標の修正に伴う経営戦

略の変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

　 当第3四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3,066百万円です。

   なお、当第3四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年 9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月 9日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,970,534 27,970,534
 東京証券取引所
 （市場第一部）

単元株式数は100株です。

計 27,970,534 27,970,534 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

   2021年 7月 1日～
   2021年 9月30日

－ 27,970,534 － 9,585 － 5,170
 

 
(5) 【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である2021年6月30日の株主名簿により記載しています。

 
① 【発行済株式】

   2021年 6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 ― ―
100

完全議決権株式(その他)
普通株式

279,679 単元株式数は100株です。
27,967,900

単元未満株式
普通株式

― ―
2,534

発行済株式総数 27,970,534 ― ―

総株主の議決権 ― 279,679 ―
 

(注)1.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持
株会支援信託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託口)が所有している当社株式453,700株(議決
権4,537個)が含まれています。

2.「単元未満株式」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信
託の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託口)が所有している当社株式20株が含まれています。

3.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式64株が含まれています。

 
② 【自己株式等】

  2021年 6月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 ローランド株式会社

静岡県浜松市北区細江町
中川2036番地の1

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00
 

(注)1. 上記の他、当社は、単元未満の自己株式64株を保有しています。
2. 役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信託の信託財産として、453,720株
を株式会社日本カストディ銀行(信託口)へ拠出しています。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

なお、四半期連結財務諸表規則第5条の2第3項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しています。

 
２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30

日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年 9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,832 8,787

  受取手形及び売掛金 5,930 8,331

  商品及び製品 13,622 13,516

  仕掛品 889 1,576

  原材料及び貯蔵品 3,563 7,196

  その他 1,558 1,425

  貸倒引当金 △338 △356

  流動資産合計 36,058 40,476

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,717 2,542

   土地 1,652 1,656

   その他（純額） 1,391 1,759

   有形固定資産合計 5,761 5,957

  無形固定資産 759 668

  投資その他の資産   

   投資有価証券 949 1,141

   その他 2,677 2,882

   貸倒引当金 △110 △98

   投資その他の資産合計 3,517 3,925

  固定資産合計 10,038 10,552

 資産合計 46,096 51,028
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年 9月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,228 6,824

  短期借入金 138 －

  1年内返済予定の長期借入金 3,935 1,252

  未払法人税等 467 603

  賞与引当金 1,441 942

  役員賞与引当金 84 58

  製品保証引当金 294 356

  競争法関連損失引当金 562 －

  その他 4,826 5,312

  流動負債合計 16,979 15,349

 固定負債   

  長期借入金 5,762 6,135

  製品保証引当金 0 0

  株式給付引当金 217 247

  役員株式給付引当金 25 49

  退職給付に係る負債 1,482 1,426

  資産除去債務 85 86

  その他 1,391 1,191

  固定負債合計 8,965 9,136

 負債合計 25,945 24,486

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,490 9,585

  資本剰余金 69 163

  利益剰余金 13,230 18,049

  自己株式 △403 △492

  株主資本合計 22,386 27,306

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △51 80

  為替換算調整勘定 △2,203 △877

  退職給付に係る調整累計額 △278 △235

  その他の包括利益累計額合計 △2,533 △1,032

 新株予約権 158 115

 非支配株主持分 139 153

 純資産合計 20,151 26,542

負債純資産合計 46,096 51,028
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
　至 2020年 9月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 9月30日)

売上高 46,321 60,668

売上原価 23,888 32,538

売上総利益 22,432 28,130

販売費及び一般管理費 16,996 18,465

営業利益 5,435 9,664

営業外収益   

 受取利息 7 7

 受取配当金 21 86

 助成金収入 90 51

 その他 18 13

 営業外収益合計 137 159

営業外費用   

 支払利息 26 18

 売上割引 357 589

 為替差損 270 185

 その他 101 93

 営業外費用合計 756 887

経常利益 4,816 8,936

特別利益   

 固定資産売却益 123 374

 特別利益合計 123 374

特別損失   

 固定資産除売却損 20 6

 競争法関連損失 343 149

 新型コロナウイルス感染症関連損失 ※  183 －

 特別損失合計 547 156

税金等調整前四半期純利益 4,392 9,154

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,963

法人税等調整額 △86 △551

法人税等合計 1,059 1,411

四半期純利益 3,333 7,743

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,331 7,741
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
　至 2020年 9月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 9月30日)

四半期純利益 3,333 7,743

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △105 131

 為替換算調整勘定 △730 1,338

 退職給付に係る調整額 66 43

 その他の包括利益合計 △769 1,513

四半期包括利益 2,563 9,256

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,562 9,242

 非支配株主に係る四半期包括利益 1 14
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
　至 2020年 9月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 4,392 9,154

 減価償却費 1,167 1,194

 のれん償却額 3 3

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 55 1

 受取利息及び受取配当金 △28 △94

 支払利息 26 18

 為替差損益（△は益） 183 137

 固定資産除売却損益（△は益） △102 △367

 売上債権の増減額（△は増加） △166 △1,415

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,244 △3,025

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,650 684

 その他 578 △71

 小計 6,516 6,221

 利息及び配当金の受取額 28 94

 利息の支払額 △27 △18

 法人税等の支払額 △1,113 △2,090

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,405 4,207

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △833 △1,001

 有形固定資産の売却による収入 142 555

 無形固定資産の取得による支出 △137 △73

 長期貸付けによる支出 △5 －

 長期貸付金の回収による収入 35 26

 その他 56 △53

 投資活動によるキャッシュ・フロー △742 △545

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △2,988 △143

 長期借入れによる収入 6,200 1,500

 長期借入金の返済による支出 △4,261 △3,810

 株式の発行による収入 － 145

 自己株式の売却による収入 － 93

 自己株式の取得による支出 － △121

 配当金の支払額 △2,203 △2,903

 その他 △250 △295

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,504 △5,535

現金及び現金同等物に係る換算差額 △540 △171

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 617 △2,044

現金及び現金同等物の期首残高 8,815 10,832

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  9,432 ※  8,787
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

金融機関とのコミットメントラインに関する契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引金融機関である(株)りそな銀行との間で、コミットメントラ

イン契約を締結しています。

これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりです。
 

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年 9月30日)

コミットメントラインの総額 8,000百万円 5,000百万円

借入実行残高 - - 

差引額(借入未実行残高) 8,000 5,000 
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※ 新型コロナウイルス感染症関連損失

前第3四半期連結累計期間(自 2020年 1月 1日　至 2020年 9月30日)

　マレーシア子会社Roland Manufacturing Malaysia Sdn. Bhd.は、新型コロナウイルス感染症防止のためのマレー

シア政府による活動制限令により、3月18日から4月26日までの期間で操業を停止しました。当該子会社が通常生産

に復帰するまでの期間における固定費を特別損失として183百万円計上しました。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

です。

 

 
前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 1月 1日
至　2020年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 1月 1日
至　2021年 9月30日)

現金及び預金 9,432百万円 8,787百万円

現金及び現金同等物 9,432  8,787  
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(株主資本等関係)

前第3四半期連結累計期間(自 2020年 1月 1日　至 2020年 9月30日)

 
1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年 3月31日
定時株主総会

普通株式 1,290 1,416 2019年12月31日 2020年 3月31日 利益剰余金

2020年 9月23日
取締役会

普通株式 984 1,080 2020年 6月30日 2020年 9月28日 利益剰余金
 

(注)1. 2020年3月31日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金23百
万円が含まれています。

2. 2020年9月23日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金17百万円
が含まれています。

3. 2020年9月14日付で普通株式１株につき30株の株式分割を行っています。「１株当たり配当額」について
は、当該株式分割前の金額を記載しています。

 
2. 基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　　　該当事項はありません。

 
当第3四半期連結累計期間(自 2021年 1月 1日　至 2021年 9月30日)

 
1. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年 3月30日
定時株主総会

普通株式 992 36 2020年12月31日 2021年 3月31日 利益剰余金

2021年 8月 6日
取締役会

普通株式 1,929 69 2021年 6月30日 2021年 9月 7日 利益剰余金
 

(注)1. 2021年3月30日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金15百
万円が含まれています。

2. 2021年8月6日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金31百万円が
含まれています。

 
2. 基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　　　該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、電子楽器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりです。

 

 
前第3四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
至 2020年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
至 2021年 9月30日)

(1)１株当たり四半期純利益 124円06銭 282円25銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 3,331 7,741

 普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(百万円)

3,331 7,741

 普通株式の期中平均株式数(千株) 26,852 27,428

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 276円15銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) － 606

(うち新株予約権(千株)) (－) (606)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注) 1．前第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するも

のの、当社株式は非上場であったことから、期中平均株価が把握できないため記載していません。

2．役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付信託及び従業員持株会支援信託が保有する当社の株式を、１

株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算から

控除する自己株式に含めています。なお、当該信託口が保有する当社株式の期中平均株式数は前第3四半期

連結累計期間は491,010株、当第3四半期連結累計期間は431,632株です。

 
２ 【その他】

第50期(2021年1月1日から2021年12月31日まで)中間配当について、2021年8月6日開催の取締役会において、2021年6

月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しました。

① 配当金の総額                                1,929百万円

② １株当たりの金額                            　 69円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　   2021年9月7日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月 9日

ローランド株式会社

取締役会  御中

 
太陽有限責任監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 森　内　茂　之 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 古　田　賢　司 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローランド株式会

社の2021年1月1日から2021年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日

まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローランド株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) 1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

ローランド株式会社(E01834)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

